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二日市保養所…６ページ

　昭和２１（１９４６）年３月２５日、日本人引揚者の健康回復を目的に、厚生省
博多引揚援護局保養所が設置され、通称を「二日市保養所」といいました。
　引揚者のうち、混乱の満州・朝鮮・中国方面からの帰途、外国兵などから暴行な
どを受けて妊娠、あるいは性病に感染した多くの女性たちに対し、京城帝国大学
（※）医学部の医師たちによって、ひそかに堕胎手術や性病治療が施されました。優
生保護法もない時代で、堕胎は非合法であると知りつつも行われた行為でした。
　二日市保養所の建物は、その後、福岡県済生会二日市病院となり、現在は特別養
護老人ホームの敷地となっています。当時、非合法であるにも関わらず職を賭して
行った医師たちの行為に対し、水子供養堂と「仁」の石碑が建立されています。

※現在の大韓民国のソウルにあった旧制大学
広報ちくしの平成27年8月1日号より抜粋
写真は筑紫野市歴史博物館　所蔵　　　

　現在、議会は平成25年に制定した議会基本条例の再検証
の作業を行っています。当選1・2期生は条例の勉強会をし、そ
の後全議員で意見交換を行い検証する流れです。他の議会で
は、コロナ禍・災害時に、タブレット端末によるＺｏｏｍ（テレビ
電話会議ができるアプリ）を活用して委員会を開催できるよう
議会基本条例を改正しているところもあり、非常時における
議会のあり方を考えていく必要があると感じました。   （段下）
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避
難
所
の
避
難
誘
導
は

総務市民常任委員会
歳出補正の主な内容と予算額

ふるさと応援寄附金の寄附件数増加見込みに
伴う発送委託料、受付・配送業務委託料等

３億４８９０万７千円

障がい福祉及び児童福祉サービスの利用者増
による介護給付費、障がい児通所給付費

６９８２万７千円

入所児童数増による私立保育所運営委託料、
子どものための教育・保育給付費

１億９４９３万７千円

生活保護費等（高齢者世帯の増による医療扶
助費増のため）

２２９１万９千円

高齢者のインフルエンザ予防接種無償化による
接種率の増加見込みに伴う予防接種業務委託料

１５７９万７千円

新型コロナウイルス感染症により、小中学校
の修学旅行が中止になった場合のキャンセル
料支援補助金

８１７６万円　　

新型コロナウイルス感染症への対応として、
デジタルテレビの設置及び放送設備の更新の
ための設計業務委託料、単独工事費

　筑紫野市議会では、令和2年12月17日に1名、12月20日に1名の議員が新型コロナウイ

ルスに感染したことが確認され、議会運営に影響を及ぼすこととなってしまいました。

市民の皆様にご心配とご迷惑をおかけしましたことを心からお詫び申し上げます。

　12月定例会の経過及び審議結果等についてご報告いたします。12月定例会は、令和2

年12月2日から12月18日までの会期日程で開会し、市長から提出された議案19件と請願1

件について各常任委員会で審査を行い、全て全員一致にて可決又は採択すべきとの結論

に達し、定例会最終日である12月18日の本会議での採決を残すのみとなっていました。

　ところが、既述のとおり12月17日に議員1名に新型コロナウイルスの感染が確認され、

その他の議員も濃厚接触者であることが疑われたため、災害時の定例会における業務継

続計画に基づき、正副議長及び議会運営委員会正副委員長にて、翌日（12月18日）の本

会議の開催可否や会期の延長について協議しました。

　協議の結果、このような状況で議員が議場に参集することは感染拡大につながる恐

れがあることや、全ての議案について常任委員会において全員一致にて可決又は採択

すべきとの審査結果がでていたこと、また、会期の延長については、予め議員が議場

に参集し議決をしなければならないため、不可能な状況であったことなどを考慮し、

やむを得ず、翌日の本会議を休会とすることにしました。その結果、12月18日午後5時

をもって、12月定例会は流会となり、上程された20件の議案は審議未了のため全て廃

案となりました。

　なお、地方自治法には、このような場合等における市長と議会の関係を調整する手段

として、市長の専決処分という制度が設けられています。専決処分とは、一定の場合に、

議会の権限に属する事項について、市長が議会に代わって意思決定することを認めた制

度です。

　今回廃案となった20議案のうち、市長から提出されていた19議案については、令和2

年12月18日に専決処分の手続きが行われ、令和3年1月26日開会の臨時会において、その

旨の報告がありましたので、異議なく承認いたしました。

　議員一同、今後も引き続き、新型コロナウイルス感染防止に努め、市政発展のため尽

力する所存でありますので、ご理解を賜りますようよろしくお願いいたします。

筑紫野市議会議長　髙　原　良　視

市民の皆様へ
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　議員一同、今後も引き続き、新型コロナウイルス感染防止に努め、市政発展のため尽

力する所存でありますので、ご理解を賜りますようよろしくお願いいたします。

筑紫野市議会議長　髙　原　良　視

市民の皆様へ

執
行
部

議
員
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オンラインでの社会科見学

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　年
間
利
用
等
補
正
予
算

　　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
業
務
、

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
の
補
正
増

と
、
人
事
異
動
に
よ
る
職

員
給
与
の
補
正
減
を
行
い

ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
６
８
万
３
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
67
億
９
３
７
万

３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
見
込
み
が
増
え

て
い
る
。
今
後
の
件
数
が

増
加
か
否
か
の
分
析
を
し

て
い
る
の
か
。

第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
を

立
て
、
分
析
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス

に
な
っ
て
お
り
、
利
用
増

加
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

る
。

高
額
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
費
相

当
事
業
費
の
５
月
と
６
月

の
見
込
件
数
は
、
計
画
よ

り
も
大
き
く
増
え
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は
。

新
た
に
利
用
を

希
望
さ
れ
た
方

が
、
集
中
し
て
お
り
、
予

定
よ
り
も
利
用
者
が
増
え

て
い
る
。
平
均
で
利
用
件

数
の
見
込
み
を
予
測
し
て

補
正
増
と
し
た
。

全員一致

可決

概
要

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

小
学
校
視
聴
覚
機
器
等

　
　
　
　
　 整
備
事
業
に
向
け
て

　
視
聴
覚
機
器
等
整
備
と

は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の

設
置
及
び
放
送
設
備
の
更

新
の
こ
と
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
未

設
置
小
学
校
が
６
校
で
１

３
１
台
、
放
送
設
備
未
更

新
校
４
校
の
工
事
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
中
学
校
は
、

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
設
置
及

び
放
送
機
器
の
更
新
は
終

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
整
備
の
理
由
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
体
育
館
で
全
校
集
会

を
開
く
こ
と
が
困
難
と
な

り
、
各
ク
ラ
ス
の
放
送
に

よ
る
集
会
が
増
え
て
い
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
社
会

科
見
学
を
中
止
し
た
学
校

も
あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
社
会
科
見
学
を

実
施
し
た
学
校
も
あ
り
ま

す
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
機
能
を
使

い
双
方
向
で
質
疑
応
答
が

可
能
で
す
。

　
さ
ら
に
、
来
年
４
月
か

ら
は
小
中
学
校
で
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
使
用
が
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
効
果
的
に
活
用

し
て
い
く
た
め
に
、
全
て

の
小
学
校
で
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
整
備
す
る
も
の
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
の
設
置
は
、

普
通
教
室
の
み
か
。

普
通
教
室
、
職

員
室
、
特
別
支

援
教
室
の
全
て
に
な
る
。

特
別
教
室
に
設

置
す
る
予
定
は
。

特
別
教
室
は
、

可
動
式
の
モ
ニ

タ
ー
な
ど
の
大
型
提
示
装

置
を
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

所
管
事
務
報
告

筑
紫
野
市
総
合
公
園

　
　
　
　
　 現
地
に
て
安
全
確
認

　
当
該
公
園
は
、
市
内
外

か
ら
年
間
を
通
じ
て
多
く

の
利
用
を
頂
い
て
い
ま
す
。

人
気
が
あ
る
ス
ラ
イ
ダ
ー

は
、
傾
斜
を
有
し
て
お
り
、

転
倒
事
故
の
報
告
を
受
け

た
た
め
、
改
め
て
現
地
の

利
用
状
況
や
安
全
対
策
の

視
察
を
行
っ
た
。

危
険
個
所
の

周
知
や
ト
イ

レ
の
修
理
な
ど
、
安
全
へ

の
対
策
や
利
便
性
向
上
、

整
備
計
画
は
。

危
険
個
所
に
つ

い
て
は
立
ち
入

り
禁
止
措
置
を
行
っ
て
い

る
。
更
に
、
古
く
な
っ
た

看
板
の
更
新
や
危
険
周
知

の
看
板
等
を
設
置
し
て
安

全
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

整
備
計
画
は
現
時
点
で
は

た
て
て
い
な
い
が
、
今
後

も
利
用
者
の
意
見
等
を
踏

ま
え
、
公
園
の
整
備
を
考

え
て
い
き
た
い
。

概
要

概
要

調
査
の
目
的

執
行
部

議
員

所
管
事
務
調
査

食
品
ロ
ス
の
取
り
組
み
調
査

※

食
品
ロ
ス
と
は
売
れ
残

り
や
食
べ
残
し
な
ど
本
来

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と
。

①
ゴ
ミ
処
理
に
多
額
の
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と

②
焼
却
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ

２
排
出
な
ど
環
境
負
荷
が

増
加
す
る
こ
と

③
日
本
で
は
食
料
の
ほ
と

ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い

る
一
方
で
、
年
間
６
１
０

万
ト
ン
の
食
品
ロ
ス
が
発

生
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
食
べ
物
を
も
っ

と
無
駄
な
く
大
切
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施

策
を
進
め
る
こ
と
。

①
広
報
紙
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の

啓
発
記
事
の
掲
載
。
令
和

２
年
度
は
、
広
報
で
「
食

品
ロ
ス
の
減
量
を
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
内
容
。

②
環
境
教
育
副
読
本
の
作

成
。
主
に
社
会
科
、
理
科
、

総
合
の
授
業
で
活
用
し
て

頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

小
学
校
４
年
生
に
配
布
し

て
い
る
、
子
ど
も
た
ち
に

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
給

食
を
題
材
に
し
た
説
明
に

し
て
い
る
。さ

ら
に
食
品

ロ
ス
抑
制
の

施
策
へ
の
取
組
み
を
進
め

る
よ
う
、
調
査
研
究
を
す

す
め
た
い
。

執
行
部

議
員

所
管
事
務
調
査

商工観光業の経済状況は

所管事務調査

第
四
次
国
土

利
用
計
画
策
定

所
管
事
務
報
告

今
後
の
待
機
児
童
対
策
は

　
令
和
２
年
４
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
数
は
、
１

２
５
人
で
す
。

　
待
機
児
童
数
は
、
申
込

者
数
と
保
育
士
の
雇
用
状

況
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
申

込
者
数
は
、
前
年
に
比
べ

73
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
は
、
前
年
に
比
べ

15
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
入
所
児
童

が
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

企
業
主
導
型
保
育
施
設
へ

の
入
所
数
も
増
加
し
た
こ

と
で
、
待
機
児
童
数
が
昨

年
度
よ
り
８
人
減
少
し
ま

し
た
。

　
今
後
の
主
な
対
策
は

①
企
業
主
導
型
保
育
事
業

の
推
進

・
現
在
事
業
者
が
国
に
開

設
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
保
育
士
確
保
策

・
本
年
度
よ
り
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
を
導
入
し
、

公
立
保
育
所
の
保
育
士
処

遇
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
時
点
で
、
募
集

人
数
の
全
員
を
採
用
し
ま

し
た
。

③
合
同
就
職
説
明
会
の
継

続
開
催

・
本
年
の
参
加
者
は
12
人

で
、
各
園
が
雇
用
に
繋
が

る
よ
う
面
接
な
ど
行
っ
て

い
ま
す
。

定
員
に
達
し
て

い
な
い
保
育
所

が
あ
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

今
年
度
末
ま
で

に
、
定
員
よ
り

も
多
く
受
け
入
れ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
お
り
、
年

度
途
中
で
も
保
育
士
を
雇

用
し
た
こ
と
で
、
入
所
児

童
が
増
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

所
管
事
務
調
査

文教福祉常任委員会建設環境常任委員会

　
法
律
に
基
づ
い
て
、
市

の
土
地
が
将
来
に
わ
た
り

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
か
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
土
地
利

用
に
関
す
る
行
政
上
の
指

針
と
な
る
も
の
。

　
福
岡
県
計
画
を
基
本
と

し
、
か
つ
、
市
総
合
計
画

に
即
し
て
策
定
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
審
議
会

を
経
て
３
月
に
策
定
予
定
。

参
考

〇
国
土
利
用
計
画

土
地
利
用
の
大
き
な

方
向
性
を
示
す
も
の

〇
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン

地
域
の
課
題
に
対
し

て
、
市
街
地
整
備
な

ど
の
具
体
的
な
方
針

を
示
す
も
の

１．セーフティネット保証４,５号及び
危機関連保証認定件数

　 （12月４日現在）
　　①４号・・・・・・・・・５８７件
　　②５号・・・・・・・・・・３５件
　　③危機関連保証・・・・・１５６件
　　　合　計　　　　　　　　７７８件
　　 （個人：３１２件・法人４６６件）
２．宿泊施設（入湯税対象）の利用者数
の推移

　　市内の６宿泊施設の利用推移で、５
月には３０８人まで減少し、その後
少しずつ増加して、10月では１５４
１人になっている。団体や外国人の
旅行者の方の影響は大きい。

〈参考〉
2019年4月5月利用者 5,879人
2020年4月5月利用者 623人
（前年度対比マイナス89.4％）
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部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

所
管
事
務
報
告

筑
紫
野
市
総
合
公
園

　
　
　
　
　 現
地
に
て
安
全
確
認

　
当
該
公
園
は
、
市
内
外

か
ら
年
間
を
通
じ
て
多
く

の
利
用
を
頂
い
て
い
ま
す
。

人
気
が
あ
る
ス
ラ
イ
ダ
ー

は
、
傾
斜
を
有
し
て
お
り
、

転
倒
事
故
の
報
告
を
受
け

た
た
め
、
改
め
て
現
地
の

利
用
状
況
や
安
全
対
策
の

視
察
を
行
っ
た
。

危
険
個
所
の

周
知
や
ト
イ

レ
の
修
理
な
ど
、
安
全
へ

の
対
策
や
利
便
性
向
上
、

整
備
計
画
は
。

危
険
個
所
に
つ

い
て
は
立
ち
入

り
禁
止
措
置
を
行
っ
て
い

る
。
更
に
、
古
く
な
っ
た

看
板
の
更
新
や
危
険
周
知

の
看
板
等
を
設
置
し
て
安

全
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

整
備
計
画
は
現
時
点
で
は

た
て
て
い
な
い
が
、
今
後

も
利
用
者
の
意
見
等
を
踏

ま
え
、
公
園
の
整
備
を
考

え
て
い
き
た
い
。

概
要

概
要

調
査
の
目
的

執
行
部

議
員

所
管
事
務
調
査

食
品
ロ
ス
の
取
り
組
み
調
査

※

食
品
ロ
ス
と
は
売
れ
残

り
や
食
べ
残
し
な
ど
本
来

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と
。

①
ゴ
ミ
処
理
に
多
額
の
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と

②
焼
却
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ

２
排
出
な
ど
環
境
負
荷
が

増
加
す
る
こ
と

③
日
本
で
は
食
料
の
ほ
と

ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い

る
一
方
で
、
年
間
６
１
０

万
ト
ン
の
食
品
ロ
ス
が
発

生
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
食
べ
物
を
も
っ

と
無
駄
な
く
大
切
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施

策
を
進
め
る
こ
と
。

①
広
報
紙
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の

啓
発
記
事
の
掲
載
。
令
和

２
年
度
は
、
広
報
で
「
食

品
ロ
ス
の
減
量
を
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
内
容
。

②
環
境
教
育
副
読
本
の
作

成
。
主
に
社
会
科
、
理
科
、

総
合
の
授
業
で
活
用
し
て

頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

小
学
校
４
年
生
に
配
布
し

て
い
る
、
子
ど
も
た
ち
に

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
給

食
を
題
材
に
し
た
説
明
に

し
て
い
る
。さ

ら
に
食
品

ロ
ス
抑
制
の

施
策
へ
の
取
組
み
を
進
め

る
よ
う
、
調
査
研
究
を
す

す
め
た
い
。

執
行
部

議
員

所
管
事
務
調
査

商工観光業の経済状況は

所管事務調査

第
四
次
国
土

利
用
計
画
策
定

所
管
事
務
報
告

今
後
の
待
機
児
童
対
策
は

　
令
和
２
年
４
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
数
は
、
１

２
５
人
で
す
。

　
待
機
児
童
数
は
、
申
込

者
数
と
保
育
士
の
雇
用
状

況
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
申

込
者
数
は
、
前
年
に
比
べ

73
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
は
、
前
年
に
比
べ

15
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
入
所
児
童

が
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

企
業
主
導
型
保
育
施
設
へ

の
入
所
数
も
増
加
し
た
こ

と
で
、
待
機
児
童
数
が
昨

年
度
よ
り
８
人
減
少
し
ま

し
た
。

　
今
後
の
主
な
対
策
は

①
企
業
主
導
型
保
育
事
業

の
推
進

・
現
在
事
業
者
が
国
に
開

設
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
保
育
士
確
保
策

・
本
年
度
よ
り
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
を
導
入
し
、

公
立
保
育
所
の
保
育
士
処

遇
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
時
点
で
、
募
集

人
数
の
全
員
を
採
用
し
ま

し
た
。

③
合
同
就
職
説
明
会
の
継

続
開
催

・
本
年
の
参
加
者
は
12
人

で
、
各
園
が
雇
用
に
繋
が

る
よ
う
面
接
な
ど
行
っ
て

い
ま
す
。

定
員
に
達
し
て

い
な
い
保
育
所

が
あ
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

今
年
度
末
ま
で

に
、
定
員
よ
り

も
多
く
受
け
入
れ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
お
り
、
年

度
途
中
で
も
保
育
士
を
雇

用
し
た
こ
と
で
、
入
所
児

童
が
増
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

所
管
事
務
調
査

文教福祉常任委員会建設環境常任委員会

　
法
律
に
基
づ
い
て
、
市

の
土
地
が
将
来
に
わ
た
り

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
か
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
土
地
利

用
に
関
す
る
行
政
上
の
指

針
と
な
る
も
の
。

　
福
岡
県
計
画
を
基
本
と

し
、
か
つ
、
市
総
合
計
画

に
即
し
て
策
定
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
審
議
会

を
経
て
３
月
に
策
定
予
定
。

参
考

〇
国
土
利
用
計
画

土
地
利
用
の
大
き
な

方
向
性
を
示
す
も
の

〇
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン

地
域
の
課
題
に
対
し

て
、
市
街
地
整
備
な

ど
の
具
体
的
な
方
針

を
示
す
も
の

１．セーフティネット保証４,５号及び
危機関連保証認定件数

　 （12月４日現在）
　　①４号・・・・・・・・・５８７件
　　②５号・・・・・・・・・・３５件
　　③危機関連保証・・・・・１５６件
　　　合　計　　　　　　　　７７８件
　　 （個人：３１２件・法人４６６件）
２．宿泊施設（入湯税対象）の利用者数
の推移

　　市内の６宿泊施設の利用推移で、５
月には３０８人まで減少し、その後
少しずつ増加して、10月では１５４
１人になっている。団体や外国人の
旅行者の方の影響は大きい。

〈参考〉
2019年4月5月利用者 5,879人
2020年4月5月利用者 623人
（前年度対比マイナス89.4％）
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平嶋 正一
（つくし野）

波多江 祐介
（つくし野）

防
火
水
槽
の
補
修
は

問
題
が
確
認
で
き
た
ら
対
応
す
る

公
民
館
に
防
災
キ
ッ
ト
設
置
を

モ
デ
ル
と
な
る
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

地
域
で
活
用
を

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

二日市保養所　仁の碑
（詳細は１２ページに掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

１２月定例会の一般質問では、市政について９人の議員が１７題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

①発熱者等の診療や検査について
②保育園や幼稚園でのコロナ対応について
③コロナと市民サービスについて未来の
　市役所のグランドデザインを問う
④成人式の開催について

■ 田中　允　議員

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①本市の行政手続きデジタル化の進捗は 
■ 白石　卓也　議員

①標準服導入による家計の経済的負担軽減
　について
②子どもの命を守る政策について

■ 段下　季一郎　議員

①災害対応及び対策について
②コロナ禍における子育て支援について　

■ 前田　倫宏　議員

①３歳児健康診査での視力検査について
■ 山本　加奈子　議員

①コロナ禍におけるごみ減量による
　経費節減について

■ 西村　和子　議員

①防火水槽の補修計画は 
②押印の見直しは
③地域コミュニティ推進基金の活用は

■ 平嶋　正一　議員

①コロナ禍に於ける避難所開設について
②市内の自動販売機を活用した防犯防災
　について

■ 波多江　祐介　議員

①ＩＣＴ教育について
■ 坂口　勝彦　議員

充電式発電機

議
員
　
台
風
発
生
時
に
避

難
所
を
伺
っ
た
が
、
定
員

を
超
え
入
れ
な
い
と
の
話

も
聞
い
た
。
ま
た
、
エ
ン

ジ
ン
式
の
発
電
機
は
、
蓄

電
式
に
す
る
こ
と
で
、
平

時
は
学
校
行
事
で
使
用
し
、

非
常
時
は
夜
間
や
雨
天
時

で
も
使
え
簡
易
的
に
扇
風

機
や
携
帯
の
充
電
の
電
源

に
使
用
で
き
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
避
難
所
運
営
で
の
取

組
と
成
果
、
検
証
に
つ
い

て
は
。

総
務
部
長
　
感
染
対
策
に

検
温
と
手
指
消
毒
を
実
施
、

仕
切
り
も
設
置
。
避
難
先

の
分
散
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
様
々

な
手
段
で
発
信
。
情
報
弱

者
に
は
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス
な
ど
現
時
点
で
出
来

る
限
り
の
対
応
を
行
っ
た
。

蓄
電
装
置
は
性
能
向
上
、

価
格
の
低
廉
化
が
進
ん
で

お
り
、
調
査
す
る
。
避
難

所
を
運
営
し
た
職
員
、
避

難
者
か
ら
の
声
な
ど
を
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
改
善

可
能
な
部
分
は
継
続
し
て

対
応
す
る
。

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
レ
イ
ア
ウ
ト
は

議
員
　
高
齢
者
や
女
性
、

子
ど
も
に
対
し
て
の
配
慮

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
必
要
。

総
務
部
長
　
こ
れ
ま
で
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
感
染
対
策

対
応
版
を
追
加
。
更
衣
室
、

授
乳
ス
ペ
ー
ス
な
ど
配
置

を
含
む
基
本
的
な
レ
イ
ア

ウ
ト
を
作
成
し
た
。

自
主
避
難
所
開
設
の
負

担
を
減
ら
す
よ
う
に

議
員
　
地
域
で
は
役
員
の

後
継
者
不
足
や
成
り
手
不

足
も
現
実
的
課
題
だ
。

総
務
部
長
　
自
主
運
営
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
体
制
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

自
動
販
売
機
を
活
用

し
た
防
犯
防
災
を

議
員
　
災
害
時
に
は
無
料

提
供
や
充
電
機
能
な
ど
自

販
機
に
は
可
能
性
が
あ
る
。

県
警
の
推
奨
す
る
支
援
型

自
販
機
や
防
犯
カ
メ
ラ
付

自
販
機
は
行
方
不
明
者
の

早
期
発
見
、
河
川
の
確
認
、

子
ど
も
や
地
域
を
守
る
こ

と
が
で
き
、
民
間
企
業
の

連
携
で
無
償
設
置
が
で
き

る
。

総
務
部
長
　
支
援
型
自
販

機
は
県
警
と
連
携
。
カ
メ

ラ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配

慮
し
て
設
置
可
能
で
あ
れ

ば
活
用
を
行
い
た
い
。

議
員
　
地
上
に
見
え
る
防

火
水
槽
42
箇
所
の
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
ら
全
て
に
お
い
て
、
周

り
を
鉄
柵
が
設
置
さ
れ
、

人
の
転
落
防
止
策
が
施
さ

れ
、
地
元
の
人
に
よ
っ
て
、

草
刈
が
行
わ
れ
た
り
、
底

に
た
ま
っ
た
土
砂
を
毎
年

取
り
除
く
作
業
を
し
て
い

る
所
も
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
貯
水
量
が
満
杯

で
な
い
防
火
水
槽
が
７
箇

所
あ
っ
た
。
ま
た
、
老
朽

化
し
て
い
る
所
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
防
火
水
槽
に

つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
様

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

総
務
部
長
　
消
防
水
利
の

機
能
に
問
題
が
確
認
さ
れ

た
ら
、
適
宜
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

押
印
の
見
直
し
は

議
員
　
国
、
県
で
進
め
ら

れ
て
い
る
押
印
廃
止
の
動

き
に
対
し
て
本
市
は
ど
の

様
に
対
応
す
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
本
市
に

お
い
て
行
政
手
続
き
に
お

け
る
押
印
が
必
要
な
様
式

類
は
約
１
６
０
０
種
類
あ

り
ま
す
が
、
押
印
廃
止
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
、
他

の
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま

え
、
ま
た
、
市
民
へ
の
影

響
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り

組
み
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
基
金
の
活
用
策
は

議
員
　
平
成
28
年
度
に
施

行
さ
れ
た
同
基
金
の
積
み

立
て
額
は
今
年
度
末
で
２

３
０
０
万
円
超
と
な
る
が
、

コ
ミ
セ
ン
改
修
費
等
は
そ

の
都
度
予
算
措
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
基
金
の

活
用
策
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
今
後
ど
の
様
な
も
の

に
対
し
て
こ
の
基
金
を
活

用
さ
れ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
が
そ

の
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
公
共
施
設
の
整
備
を
行

う
場
合
や
交
付
金
の
範
囲

で
は
賄
え
な
い
事
業
を
実

施
す
る
場
合
等
に
、
市
と

７
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

同
意
の
う
え
、
財
源
と
し

て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
、
現
在
ま
で
基
金

の
使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

政
策
を
推
進
す
る
た
め
、

財
源
と
し
て
必
要
な
場
合

は
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

企
画
政
策
部
長

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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平嶋 正一
（つくし野）

波多江 祐介
（つくし野）

防
火
水
槽
の
補
修
は

問
題
が
確
認
で
き
た
ら
対
応
す
る

公
民
館
に
防
災
キ
ッ
ト
設
置
を

モ
デ
ル
と
な
る
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

地
域
で
活
用
を

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

二日市保養所　仁の碑
（詳細は１２ページに掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

１２月定例会の一般質問では、市政について９人の議員が１７題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

①発熱者等の診療や検査について
②保育園や幼稚園でのコロナ対応について
③コロナと市民サービスについて未来の
　市役所のグランドデザインを問う
④成人式の開催について

■ 田中　允　議員

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①本市の行政手続きデジタル化の進捗は 
■ 白石　卓也　議員

①標準服導入による家計の経済的負担軽減
　について
②子どもの命を守る政策について

■ 段下　季一郎　議員

①災害対応及び対策について
②コロナ禍における子育て支援について　

■ 前田　倫宏　議員

①３歳児健康診査での視力検査について
■ 山本　加奈子　議員

①コロナ禍におけるごみ減量による
　経費節減について

■ 西村　和子　議員

①防火水槽の補修計画は 
②押印の見直しは
③地域コミュニティ推進基金の活用は

■ 平嶋　正一　議員

①コロナ禍に於ける避難所開設について
②市内の自動販売機を活用した防犯防災
　について

■ 波多江　祐介　議員

①ＩＣＴ教育について
■ 坂口　勝彦　議員

充電式発電機

議
員
　
台
風
発
生
時
に
避

難
所
を
伺
っ
た
が
、
定
員

を
超
え
入
れ
な
い
と
の
話

も
聞
い
た
。
ま
た
、
エ
ン

ジ
ン
式
の
発
電
機
は
、
蓄

電
式
に
す
る
こ
と
で
、
平

時
は
学
校
行
事
で
使
用
し
、

非
常
時
は
夜
間
や
雨
天
時

で
も
使
え
簡
易
的
に
扇
風

機
や
携
帯
の
充
電
の
電
源

に
使
用
で
き
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
避
難
所
運
営
で
の
取

組
と
成
果
、
検
証
に
つ
い

て
は
。

総
務
部
長
　
感
染
対
策
に

検
温
と
手
指
消
毒
を
実
施
、

仕
切
り
も
設
置
。
避
難
先

の
分
散
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
様
々

な
手
段
で
発
信
。
情
報
弱

者
に
は
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス
な
ど
現
時
点
で
出
来

る
限
り
の
対
応
を
行
っ
た
。

蓄
電
装
置
は
性
能
向
上
、

価
格
の
低
廉
化
が
進
ん
で

お
り
、
調
査
す
る
。
避
難

所
を
運
営
し
た
職
員
、
避

難
者
か
ら
の
声
な
ど
を
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
改
善

可
能
な
部
分
は
継
続
し
て

対
応
す
る
。

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
レ
イ
ア
ウ
ト
は

議
員
　
高
齢
者
や
女
性
、

子
ど
も
に
対
し
て
の
配
慮

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
必
要
。

総
務
部
長
　
こ
れ
ま
で
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
感
染
対
策

対
応
版
を
追
加
。
更
衣
室
、

授
乳
ス
ペ
ー
ス
な
ど
配
置

を
含
む
基
本
的
な
レ
イ
ア

ウ
ト
を
作
成
し
た
。

自
主
避
難
所
開
設
の
負

担
を
減
ら
す
よ
う
に

議
員
　
地
域
で
は
役
員
の

後
継
者
不
足
や
成
り
手
不

足
も
現
実
的
課
題
だ
。

総
務
部
長
　
自
主
運
営
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
体
制
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

自
動
販
売
機
を
活
用

し
た
防
犯
防
災
を

議
員
　
災
害
時
に
は
無
料

提
供
や
充
電
機
能
な
ど
自

販
機
に
は
可
能
性
が
あ
る
。

県
警
の
推
奨
す
る
支
援
型

自
販
機
や
防
犯
カ
メ
ラ
付

自
販
機
は
行
方
不
明
者
の

早
期
発
見
、
河
川
の
確
認
、

子
ど
も
や
地
域
を
守
る
こ

と
が
で
き
、
民
間
企
業
の

連
携
で
無
償
設
置
が
で
き

る
。

総
務
部
長
　
支
援
型
自
販

機
は
県
警
と
連
携
。
カ
メ

ラ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配

慮
し
て
設
置
可
能
で
あ
れ

ば
活
用
を
行
い
た
い
。

議
員
　
地
上
に
見
え
る
防

火
水
槽
42
箇
所
の
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
ら
全
て
に
お
い
て
、
周

り
を
鉄
柵
が
設
置
さ
れ
、

人
の
転
落
防
止
策
が
施
さ

れ
、
地
元
の
人
に
よ
っ
て
、

草
刈
が
行
わ
れ
た
り
、
底

に
た
ま
っ
た
土
砂
を
毎
年

取
り
除
く
作
業
を
し
て
い

る
所
も
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
貯
水
量
が
満
杯

で
な
い
防
火
水
槽
が
７
箇

所
あ
っ
た
。
ま
た
、
老
朽

化
し
て
い
る
所
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
防
火
水
槽
に

つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
様

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

総
務
部
長
　
消
防
水
利
の

機
能
に
問
題
が
確
認
さ
れ

た
ら
、
適
宜
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

押
印
の
見
直
し
は

議
員
　
国
、
県
で
進
め
ら

れ
て
い
る
押
印
廃
止
の
動

き
に
対
し
て
本
市
は
ど
の

様
に
対
応
す
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
本
市
に

お
い
て
行
政
手
続
き
に
お

け
る
押
印
が
必
要
な
様
式

類
は
約
１
６
０
０
種
類
あ

り
ま
す
が
、
押
印
廃
止
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
、
他

の
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま

え
、
ま
た
、
市
民
へ
の
影

響
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り

組
み
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
基
金
の
活
用
策
は

議
員
　
平
成
28
年
度
に
施

行
さ
れ
た
同
基
金
の
積
み

立
て
額
は
今
年
度
末
で
２

３
０
０
万
円
超
と
な
る
が
、

コ
ミ
セ
ン
改
修
費
等
は
そ

の
都
度
予
算
措
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
基
金
の

活
用
策
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
今
後
ど
の
様
な
も
の

に
対
し
て
こ
の
基
金
を
活

用
さ
れ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
が
そ

の
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
公
共
施
設
の
整
備
を
行

う
場
合
や
交
付
金
の
範
囲

で
は
賄
え
な
い
事
業
を
実

施
す
る
場
合
等
に
、
市
と

７
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

同
意
の
う
え
、
財
源
と
し

て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
、
現
在
ま
で
基
金

の
使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

政
策
を
推
進
す
る
た
め
、

財
源
と
し
て
必
要
な
場
合

は
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

議
員

議
員
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務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

企
画
政
策
部
長

市
民
生
活
部
長
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段下 季一郎
（市民会議）

坂口 勝彦
（公明党）

前田 倫宏
（－）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を

引
き
続
き
、
子
育
て
世
代
の
支
援
に
努
め
て

参
り
た
い

各
中
学
校
で
標
準
服
導
入
の
気
運
が

高
ま
れ
ば
、
必
要
性
も
考
え
る

標
準
服
検
討
委
員
会
を
設
置

す
る
べ
き
で
は

議
員
　
現
在
、
学
校
ご
と

に
制
服
を
導
入
し
て
お
り

デ
ザ
イ
ン
も
バ
ラ
バ
ラ
で

価
格
差
が
あ
る
。
バ
ザ
ー

で
も
生
徒
数
の
少
な
い
学

校
で
は
手
に
入
り
に
く
い
。

　
性
同
一
性
障
害
の
子
ど

も
の
悩
み
が
、
自
分
の
心

の
性
と
違
う
制
服
を
着
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
苦

痛
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
市
内
で
統
一
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
標
準
服
を
導
入
す

る
べ
き
で
、
大
量
注
文
で

価
格
が
安
く
な
り
、
経
済

的
負
担
軽
減
、
制
服
が
統

一
さ
れ
バ
ザ
ー
で
入
手
し

や
す
く
な
る
。
デ
ザ
イ
ン

面
や
機
能
性
を
改
善
、
性

的
少
数
者
へ
の
配
慮
も
必

要
。
校
長
と
教
育
委
員
会

で
構
成
す
る
標
準
服
検
討

委
員
会
は
、
市
の
支
出
を

伴
わ
ず
、
新
聞
報
道
で
は

市
民
か
ら
要
望
書
も
提
出

さ
れ
て
い
る
。
検
討
委
員

会
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
制
服
は
各
中

学
校
に
お
い
て
、
保
護
者

代
表
、
教
職
員
代
表
で
構

成
す
る
「
制
服
検
討
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
、
教
育

方
針
等
を
重
ん
じ
て
総
合

的
に
判
断
し
決
定
さ
れ
る
。

今
後
各
中
学
校
で
標
準
服

導
入
の
気
運
が
高
ま
れ
ば
、

検
討
委
員
会
等
の
設
置
も

考
え
る
。

子
ど
も
の
命
を
守
る

政
策
に
つ
い
て

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど

も
の
自
殺
も
増
え
、
福
岡

市
の
全
小
中
高
で
先
生
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
児
童
生
徒
全
員
と
面
談
、

子
ど
も
の
心
が
不
安
定
に

な
っ
て
い
る
現
状
が
報
告
、

自
死
を
止
め
ら
れ
た
子
も

お
り
、
早
急
な
対
応
が
必

要
な
児
童
生
徒
は
数
十
人

に
。
子
ど
も
の
心
を
く
み

取
る
の
は
難
し
い
と
い
っ

た
声
も
あ
り
、
自
殺
リ
ス

ク
を
ど
う
見
つ
け
る
か
が

課
題
。

　
リ
ス
ク
を
特
別
な
ソ
フ

ト
を
入
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
見
つ
け
る
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
Ｒ

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
ア
プ
リ

で
、
実
績
が
認
め
ら
れ
新

潟
県
内
全
域
に
導
入
さ
れ

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

自
殺
リ
ス
ク
発
見
を
す
る

べ
き
で
は
。
現
状
も
含
め

て
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
相
談
体

制
の
充
実
及
び
生
徒
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
教
員
が

見
逃
さ
な
い
研
修
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
ア
プ
リ

は
効
果
の
検
証
を
見
て
今

後
の
参
考
と
す
る
。

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
解
雇

や
雇
止
め
で
失
業
さ
れ
た

方
や
世
帯
収
入
が
減
る
な

ど
、
生
活
は
益
々
厳
し
く

な
り
、
子
ど
も
達
に
も
影

響
が
及
ん
で
い
る
。
子
育

て
世
代
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
や
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
保
障
の
確
立
は
、
子

ど
も
達
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
も
重
要

で
あ
る
。
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
無
料
対
象
者

の
拡
充
は
、
有
効
な
支
援

策
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
３

年
度
か
ら
新
た
に
中
学
生

の
通
院
に
対
し
て
も
自
己

負
担
額
の
一
部
助
成
を
始

め
る
の
で
、
こ
の
取
り
組

み
に
注
力
し
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
支

援
は
非
常
に
重
要
な
取
組

み
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員
　
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
軽
減
と
子
ど
も

達
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
予

防
接
種
の
助
成
が
有
効
な

支
援
策
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
経
済
的

負
担
は
理
解
で
き
る
が
、

現
時
点
で
は
予
定
し
て
い

な
い
。
今
後
、
国
や
他
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
て

参
る
。

災
害
対
応
お
よ
び
対

策
は

議
員
　
情
報
弱
者
に
対
し
、

い
か
に
早
く
正
確
に
伝
え

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長
　
情
報
弱
者
の

対
応
を
含
め
、
様
々
な
取

り
組
み
に
努
め
て
い
る
。

議
員
　
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト

が
同
行
避
難
で
き
る
避
難

所
の
開
設
等
、
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

総
務
部
長
　
避
難
の
長
期

化
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
一
部
の
避
難
所
に
ケ

ー
ジ
の
手
配
を
考
え
る
。

議
員
　
避
難
所
に
は
、
女

性
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
授
乳

室
が
必
要
で
あ
り
、
各
避

難
所
の
特
性
に
考
慮
し
た

具
体
的
な
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
設
営
レ
イ
ア
ウ
ト
の

作
成
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

総
務
部
長
　
感
染
症
対
策

を
含
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

基
本
的
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作

成
し
て
お
り
、
そ
の
時
々

の
避
難
者
な
ど
の
状
況
に

応
じ
て
、
柔
軟
な
対
応
を

行
う
。

議
員
　
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
職
員
の
被

災
も
想
定
さ
れ
る
。
対
応

に
あ
た
る
職
員
の
体
制
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

総
務
部
長
　
災
害
時
業
務

継
続
計
画
に
基
づ
き
対
応

を
行
う
。

議
員
　
小
中
学
校
教
職
員

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
県
主
催
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
研
修
、

筑
紫
地
区
各
学
校
の
担
当

者
に
よ
る
共
同
研
修
、
本

市
の
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
に
よ
る
操
作
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
様
々
な
理
由
で
学

校
に
通
え
て
い
な
い
児
童

生
徒
に
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
個
々
の
児
童

生
徒
の
多
様
な
要
件
や
背

景
に
よ
る
実
情
に
寄
り
添

っ
た
学
習
環
境
づ
く
り
の

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

考
え
、
課
題
整
理
等
を
行

い
な
が
ら
慎
重
に
検
討
す

る
。

議
員
　
視
覚
、
聴
覚
障
が

い
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
児
童
生
徒
に
は
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。

教
育
部
長
　
ど
の
よ
う
な

補
助
用
具
が
必
要
で
あ
る

か
な
ど
、
本
人
や
保
護
者

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
行
い
、
必
要
な
合
理
的

配
慮
に
よ
る
学
習
支
援
に

努
め
る
。

学
校
に
通
え
て
い
な
い
児
童
生
徒
へ
の

対
策
は

学
習
環
境
づ
く
り
の
支
援
が
必
要

子
ど
も
の
未
来
に
希
望
の
光
　
３
歳
児
視
力

検
査
に
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
導
入
を

先
進
事
例
を
調
査
・
研
究
す
る

コ
ロ
ナ
禍
の
ご
み
減
量
と
経
費
節
減
は

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
な
ど
で

ご
み
減
量
推
進
を
続
け
る

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

本
年
10
月
ま
で
の
市
全
体

の
ご
み
排
出
量
は
前
年
度

比
１.

６
８
％
増
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
の
ご
み
処
理

経
費
は
、
筑
紫
野
小
郡
基

山
清
掃
施
設
組
合
負
担
金

等
の
合
計
で
12
億
４
７
６

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

ご
み
減
量
の
た
め
に
、
ご

み
減
量
に
関
す
る
手
法
な

ど
、
当
事
者
で
あ
る
市
民

か
ら
情
報
を
公
募
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
　
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
古
紙
の
集
団
回
収

を
増
や
す
た
め
に
紙
ご
み

の
種
類
を
分
析
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
　
資
源
ご

み
回
収
奨
励
金
な
ど
に
よ

り
一
定
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
や
、
分
析
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
の

で
考
え
て
い
な
い
が
、
紙

ご
み
の
資
源
化
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
市
民
啓
発
に
努

め
る
。

議
員
　
ご
み
減
量
に
よ
る

市
財
政
へ
の
貢
献
は
。

環
境
経
済
部
長
　
ご
み
減

量
が
必
ず
し
も
経
費
削
減

に
つ
な
が
ら
な
い
が
、
環

境
負
荷
軽
減
な
ど
の
た
め
、

今
後
も
継
続
し
て
ご
み
減

量
を
推
進
す
る
。

議
員
　
子
育
て
中
の
方
か

ら
３
歳
児
健
診
の
視
力
検

査
が
ア
ナ
ロ
グ
で
弱
視
等

異
常
が
わ
か
る
の
か
心
配

と
の
声
を
頂
い
た
。

　
弱
視
は
眼
鏡
を
か
け
て

も
視
力
が
十
分
で
な
い
場

合
を
指
し
割
合
は
50
人
に

１
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　
３
歳
児
視
力
検
査
は
、

一
次
検
査
で
、
ご
家
庭
で

絵
指
標
で
の
検
査
と
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
異
常
が

疑
わ
れ
た
ら
保
健
師
が
二

次
検
査
を
行
う
。

　
弱
視
の
問
題
点
は
、
見

た
目
に
わ
か
り
に
く
い
為
、

本
人
も
周
囲
も
気
づ
き
に

く
い
。
早
期
発
見
出
来
れ

ば
、
眼
鏡
装
用
と
弱
視
訓

練
で
治
療
可
能
だ
が
、
発

見
が
遅
れ
る
と
生
涯
に
わ

た
り
視
力
障
が
い
を
負
う

事
に
な
る
。

　
日
本
小
児
眼
科
学
会
等

は
３
歳
児
健
診
で
視
覚
異

常
の
検
出
精
度
を
向
上
さ

せ
る
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー

ナ
ー
等
を
用
い
る
事
を
提

言
し
て
い
る
。
フ
ォ
ト
ス

ク
リ
ー
ナ
ー
は
お
母
さ
ん

の
膝
の
上
で
も
検
査
可
能

で
モ
ニ
タ
ー
で
目
元
を
捉

え
る
と
数
秒
で
検
査
が
終

了
す
る
。
愛
知
県
大
府
市

で
は
導
入
前
と
後
で
弱
視

の
要
精
密
検
査
率
が
４
倍

強
と
な
っ
て
い
る
。
当
市

も
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
今
後
、

日
本
小
児
眼
科
学
会
等
の

提
言
を
受
け
た
国
の
動
向

に
注
視
す
る
と
共
に
先
進

事
例
を
調
査
・
研
究
し
て

参
り
ま
す
。

西村 和子
（市民会議）

山本加奈子
（公明党）

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議会だより筑紫野 筑紫野9 8令和３年２月15日 191号　議会だより



段下 季一郎
（市民会議）

坂口 勝彦
（公明党）

前田 倫宏
（－）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を

引
き
続
き
、
子
育
て
世
代
の
支
援
に
努
め
て

参
り
た
い

各
中
学
校
で
標
準
服
導
入
の
気
運
が

高
ま
れ
ば
、
必
要
性
も
考
え
る

標
準
服
検
討
委
員
会
を
設
置

す
る
べ
き
で
は

議
員
　
現
在
、
学
校
ご
と

に
制
服
を
導
入
し
て
お
り

デ
ザ
イ
ン
も
バ
ラ
バ
ラ
で

価
格
差
が
あ
る
。
バ
ザ
ー

で
も
生
徒
数
の
少
な
い
学

校
で
は
手
に
入
り
に
く
い
。

　
性
同
一
性
障
害
の
子
ど

も
の
悩
み
が
、
自
分
の
心

の
性
と
違
う
制
服
を
着
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
苦

痛
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
市
内
で
統
一
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
標
準
服
を
導
入
す

る
べ
き
で
、
大
量
注
文
で

価
格
が
安
く
な
り
、
経
済

的
負
担
軽
減
、
制
服
が
統

一
さ
れ
バ
ザ
ー
で
入
手
し

や
す
く
な
る
。
デ
ザ
イ
ン

面
や
機
能
性
を
改
善
、
性

的
少
数
者
へ
の
配
慮
も
必

要
。
校
長
と
教
育
委
員
会

で
構
成
す
る
標
準
服
検
討

委
員
会
は
、
市
の
支
出
を

伴
わ
ず
、
新
聞
報
道
で
は

市
民
か
ら
要
望
書
も
提
出

さ
れ
て
い
る
。
検
討
委
員

会
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
制
服
は
各
中

学
校
に
お
い
て
、
保
護
者

代
表
、
教
職
員
代
表
で
構

成
す
る
「
制
服
検
討
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
、
教
育

方
針
等
を
重
ん
じ
て
総
合

的
に
判
断
し
決
定
さ
れ
る
。

今
後
各
中
学
校
で
標
準
服

導
入
の
気
運
が
高
ま
れ
ば
、

検
討
委
員
会
等
の
設
置
も

考
え
る
。

子
ど
も
の
命
を
守
る

政
策
に
つ
い
て

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど

も
の
自
殺
も
増
え
、
福
岡

市
の
全
小
中
高
で
先
生
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
児
童
生
徒
全
員
と
面
談
、

子
ど
も
の
心
が
不
安
定
に

な
っ
て
い
る
現
状
が
報
告
、

自
死
を
止
め
ら
れ
た
子
も

お
り
、
早
急
な
対
応
が
必

要
な
児
童
生
徒
は
数
十
人

に
。
子
ど
も
の
心
を
く
み

取
る
の
は
難
し
い
と
い
っ

た
声
も
あ
り
、
自
殺
リ
ス

ク
を
ど
う
見
つ
け
る
か
が

課
題
。

　
リ
ス
ク
を
特
別
な
ソ
フ

ト
を
入
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
見
つ
け
る
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
Ｒ

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
ア
プ
リ

で
、
実
績
が
認
め
ら
れ
新

潟
県
内
全
域
に
導
入
さ
れ

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

自
殺
リ
ス
ク
発
見
を
す
る

べ
き
で
は
。
現
状
も
含
め

て
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
相
談
体

制
の
充
実
及
び
生
徒
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
教
員
が

見
逃
さ
な
い
研
修
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
ア
プ
リ

は
効
果
の
検
証
を
見
て
今

後
の
参
考
と
す
る
。

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
解
雇

や
雇
止
め
で
失
業
さ
れ
た

方
や
世
帯
収
入
が
減
る
な

ど
、
生
活
は
益
々
厳
し
く

な
り
、
子
ど
も
達
に
も
影

響
が
及
ん
で
い
る
。
子
育

て
世
代
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
や
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
保
障
の
確
立
は
、
子

ど
も
達
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
も
重
要

で
あ
る
。
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
無
料
対
象
者

の
拡
充
は
、
有
効
な
支
援

策
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
３

年
度
か
ら
新
た
に
中
学
生

の
通
院
に
対
し
て
も
自
己

負
担
額
の
一
部
助
成
を
始

め
る
の
で
、
こ
の
取
り
組

み
に
注
力
し
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
支

援
は
非
常
に
重
要
な
取
組

み
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員
　
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
軽
減
と
子
ど
も

達
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
予

防
接
種
の
助
成
が
有
効
な

支
援
策
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
経
済
的

負
担
は
理
解
で
き
る
が
、

現
時
点
で
は
予
定
し
て
い

な
い
。
今
後
、
国
や
他
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
て

参
る
。

災
害
対
応
お
よ
び
対

策
は

議
員
　
情
報
弱
者
に
対
し
、

い
か
に
早
く
正
確
に
伝
え

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長
　
情
報
弱
者
の

対
応
を
含
め
、
様
々
な
取

り
組
み
に
努
め
て
い
る
。

議
員
　
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト

が
同
行
避
難
で
き
る
避
難

所
の
開
設
等
、
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

総
務
部
長
　
避
難
の
長
期

化
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
一
部
の
避
難
所
に
ケ

ー
ジ
の
手
配
を
考
え
る
。

議
員
　
避
難
所
に
は
、
女

性
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
授
乳

室
が
必
要
で
あ
り
、
各
避

難
所
の
特
性
に
考
慮
し
た

具
体
的
な
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
設
営
レ
イ
ア
ウ
ト
の

作
成
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

総
務
部
長
　
感
染
症
対
策

を
含
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

基
本
的
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作

成
し
て
お
り
、
そ
の
時
々

の
避
難
者
な
ど
の
状
況
に

応
じ
て
、
柔
軟
な
対
応
を

行
う
。

議
員
　
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
職
員
の
被

災
も
想
定
さ
れ
る
。
対
応

に
あ
た
る
職
員
の
体
制
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

総
務
部
長
　
災
害
時
業
務

継
続
計
画
に
基
づ
き
対
応

を
行
う
。

議
員
　
小
中
学
校
教
職
員

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
県
主
催
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
研
修
、

筑
紫
地
区
各
学
校
の
担
当

者
に
よ
る
共
同
研
修
、
本

市
の
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
に
よ
る
操
作
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
様
々
な
理
由
で
学

校
に
通
え
て
い
な
い
児
童

生
徒
に
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
個
々
の
児
童

生
徒
の
多
様
な
要
件
や
背

景
に
よ
る
実
情
に
寄
り
添

っ
た
学
習
環
境
づ
く
り
の

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

考
え
、
課
題
整
理
等
を
行

い
な
が
ら
慎
重
に
検
討
す

る
。

議
員
　
視
覚
、
聴
覚
障
が

い
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
児
童
生
徒
に
は
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。

教
育
部
長
　
ど
の
よ
う
な

補
助
用
具
が
必
要
で
あ
る

か
な
ど
、
本
人
や
保
護
者

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
行
い
、
必
要
な
合
理
的

配
慮
に
よ
る
学
習
支
援
に

努
め
る
。

学
校
に
通
え
て
い
な
い
児
童
生
徒
へ
の

対
策
は

学
習
環
境
づ
く
り
の
支
援
が
必
要

子
ど
も
の
未
来
に
希
望
の
光
　
３
歳
児
視
力

検
査
に
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
導
入
を

先
進
事
例
を
調
査
・
研
究
す
る

コ
ロ
ナ
禍
の
ご
み
減
量
と
経
費
節
減
は

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
な
ど
で

ご
み
減
量
推
進
を
続
け
る

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

本
年
10
月
ま
で
の
市
全
体

の
ご
み
排
出
量
は
前
年
度

比
１.

６
８
％
増
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
の
ご
み
処
理

経
費
は
、
筑
紫
野
小
郡
基

山
清
掃
施
設
組
合
負
担
金

等
の
合
計
で
12
億
４
７
６

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

ご
み
減
量
の
た
め
に
、
ご

み
減
量
に
関
す
る
手
法
な

ど
、
当
事
者
で
あ
る
市
民

か
ら
情
報
を
公
募
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
　
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
古
紙
の
集
団
回
収

を
増
や
す
た
め
に
紙
ご
み

の
種
類
を
分
析
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
　
資
源
ご

み
回
収
奨
励
金
な
ど
に
よ

り
一
定
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
や
、
分
析
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
の

で
考
え
て
い
な
い
が
、
紙

ご
み
の
資
源
化
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
市
民
啓
発
に
努

め
る
。

議
員
　
ご
み
減
量
に
よ
る

市
財
政
へ
の
貢
献
は
。

環
境
経
済
部
長
　
ご
み
減

量
が
必
ず
し
も
経
費
削
減

に
つ
な
が
ら
な
い
が
、
環

境
負
荷
軽
減
な
ど
の
た
め
、

今
後
も
継
続
し
て
ご
み
減

量
を
推
進
す
る
。

議
員
　
子
育
て
中
の
方
か

ら
３
歳
児
健
診
の
視
力
検

査
が
ア
ナ
ロ
グ
で
弱
視
等

異
常
が
わ
か
る
の
か
心
配

と
の
声
を
頂
い
た
。

　
弱
視
は
眼
鏡
を
か
け
て

も
視
力
が
十
分
で
な
い
場

合
を
指
し
割
合
は
50
人
に

１
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　
３
歳
児
視
力
検
査
は
、

一
次
検
査
で
、
ご
家
庭
で

絵
指
標
で
の
検
査
と
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
異
常
が

疑
わ
れ
た
ら
保
健
師
が
二

次
検
査
を
行
う
。

　
弱
視
の
問
題
点
は
、
見

た
目
に
わ
か
り
に
く
い
為
、

本
人
も
周
囲
も
気
づ
き
に

く
い
。
早
期
発
見
出
来
れ

ば
、
眼
鏡
装
用
と
弱
視
訓

練
で
治
療
可
能
だ
が
、
発

見
が
遅
れ
る
と
生
涯
に
わ

た
り
視
力
障
が
い
を
負
う

事
に
な
る
。

　
日
本
小
児
眼
科
学
会
等

は
３
歳
児
健
診
で
視
覚
異

常
の
検
出
精
度
を
向
上
さ

せ
る
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー

ナ
ー
等
を
用
い
る
事
を
提

言
し
て
い
る
。
フ
ォ
ト
ス

ク
リ
ー
ナ
ー
は
お
母
さ
ん

の
膝
の
上
で
も
検
査
可
能

で
モ
ニ
タ
ー
で
目
元
を
捉

え
る
と
数
秒
で
検
査
が
終

了
す
る
。
愛
知
県
大
府
市

で
は
導
入
前
と
後
で
弱
視

の
要
精
密
検
査
率
が
４
倍

強
と
な
っ
て
い
る
。
当
市

も
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
今
後
、

日
本
小
児
眼
科
学
会
等
の

提
言
を
受
け
た
国
の
動
向

に
注
視
す
る
と
共
に
先
進

事
例
を
調
査
・
研
究
し
て

参
り
ま
す
。

西村 和子
（市民会議）

山本加奈子
（公明党）

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
・３月定例会の請願・陳情の受付は2月16日（火曜日）正午までです。

日 月 火 水 木 金 土

28 3/1 2 3 4 5 6
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14 15 16 17 18 19 20
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23 24 25 26 272/21 22

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
健
康
保
険
証
以
外

の
使
途
予
測
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
現
在
国

に
お
い
て
運
転
免
許
証
や

教
員
免
許
状
等
の
各
種
証

明
書
の
他
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
受
付
票
等
の
就
労
分
野
、

確
定
申
告
分
野
に
お
け
る

医
療
費
控
除
の
税
務
手
続

き
の
簡
略
化
な
ど
様
々
な

方
面
で
の
活
用
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
本
市
に

お
い
て
導
入
作
業
を
進
め

て
い
る
各
種
証
明
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
際
に
も
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。

議
員
　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

の
た
め
に
、
司
令
塔
と
な

る
担
当
部
署
の
明
確
化
、

積
極
的
な
メ
リ
ッ
ト
啓
発

の
必
要
が
あ
る
が
市
の
見

解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
現
時
点

で
は
企
画
政
策
課
情
報
政

策
担
当
が
中
心
と
な
っ
て
、

関
係
各
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
と
啓
発
に
努
め
る
。

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
急
速
に
世
の
中

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
人
材
育
成
は
、
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
る
が
、
行

政
側
の
人
材
育
成
の
現
状

は
。

企
画
政
策
部
長
　
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

の
提
供
す
る
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
継
続
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
た
行
政
事
務
の

効
率
化
、
人
材
育
成
、
行

政
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

成
人
式
の
開
催
は

感
染
防
止
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、

参
加
者
等
に
対
し
て
も
注
意
喚
起
を
行
う

行
政
手
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
は

人
材
育
成
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
寄
与
し
た
い

議
員
　
筑
紫
野
市
で
は
１

１
３
７
名
が
新
成
人
を
迎

え
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
数
分
で
検

査
結
果
が
出
る
抗
原
検
査

等
感
染
防
止
対
策
の
検
討

は
さ
れ
た
の
か
。

教
育
部
長
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
予
定
し
て
い
な
い
。
２

部
制
に
よ
る
収
容
人
数
の

制
限
と
時
間
短
縮
、
消
毒

や
検
温
、
マ
ス
ク
の
常
時

着
用
等
、
参
加
者
等
に
注

意
喚
起
を
行
う
。
今
後
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
は
中

止
も
あ
る
。

議
員
　
新
成
人
に
対
す
る

藤
田
市
長
の
思
い
を
。

市
長
　
新
成
人
の
皆
様
に

は
、
無
限
の
可
能
性
が
秘

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
困
難
な
状

況
を
、
若
者
ら
し
い
柔
軟

な
思
考
力
で
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
豊
か

な
感
性
を
持
っ
て
乗
り
越

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
筑

紫
野
の
未
来
を
担
う
人
材

と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

活
用
し
た
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
鉄
道
駅

等
で
の
窓
口
開
設
に
つ
い

て
は
。

企
画
政
策
部
長
　
三
密
の

回
避
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
的
と
し
て
各
種

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
実
施
に
向
け
て
準
備
を

し
て
い
る
。

保
育
園
や
幼
稚
園
で

の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ

い
て

議
員
　
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
て
き
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
保
育
施

設
で
は
感
染
拡
大
防
止
を

図
り
な
が
ら
開
園
し
、
登

園
を
自
粛
し
た
場
合
は
保

育
料
を
軽
減
し
た
。
幼
稚

園
で
は
休
園
措
置
を
取
る

こ
と
と
な
っ
た
が
家
庭
保

育
の
支
援
に
努
め
て
お
り
、

保
育
料
は
無
償
化
さ
れ
て

い
る
。

発
熱
者
等
の
診
療
や

検
査
体
制
に
つ
い
て

議
員
　
筑
紫
野
市
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
か
か
り

つ
け
医
等
の
身
近
な
医
療

機
関
で
電
話
相
談
し
た
上

で
受
診
す
る
。
コ
ロ
ナ
等

に
つ
い
て
は
県
指
定
の
医

療
機
関
で
受
診
で
き
る
。

筑
紫
野
市
の
診
療
・
検
査

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
現

在
の
所
、
非
公
表
で
あ
る
。

議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。議会を見る 日記Facebook

　早稲田大学マニフェスト研究所　西川裕也氏、長内紳悟氏のお二人に講師をお願いし、『議会におけ
る災害対策～議会ＢＣＰとＩＣＴ活用～』をテーマに講演をしていただきました。
　今回は、コロナ禍の影響により、Zoomアプリを使ったリモートでの議員研修会となりました。
　筑紫野市議会では、平成２５年４月に議会基本条例を施行し、議会が市民の付託に的確に応え、市民
の福祉向上と市勢の発展に寄与するため、議会改革に取り組んでいます。また、社会がコロナ禍の状況
の中、本市では災害時における議会の役割、行動についてＢＣＰ（事業継続計画）等を作成して有事に
備えていますが、他団体におけるＩＣＴを活用した先進事例等を学びました。
　今後の議会運営、議会改革の推進に活かしていきます。

12月４日　議員研修会をリモートで開催

会議録の検索はこちらから
（12月定例会の一般質問は、２月下旬以降に検索できます）
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会
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係
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の
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せ
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常任委員会 
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本会議
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特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会
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議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
健
康
保
険
証
以
外

の
使
途
予
測
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
現
在
国

に
お
い
て
運
転
免
許
証
や

教
員
免
許
状
等
の
各
種
証

明
書
の
他
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
受
付
票
等
の
就
労
分
野
、

確
定
申
告
分
野
に
お
け
る

医
療
費
控
除
の
税
務
手
続

き
の
簡
略
化
な
ど
様
々
な

方
面
で
の
活
用
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
本
市
に

お
い
て
導
入
作
業
を
進
め

て
い
る
各
種
証
明
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
際
に
も
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。

議
員
　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

の
た
め
に
、
司
令
塔
と
な

る
担
当
部
署
の
明
確
化
、

積
極
的
な
メ
リ
ッ
ト
啓
発

の
必
要
が
あ
る
が
市
の
見

解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
現
時
点

で
は
企
画
政
策
課
情
報
政

策
担
当
が
中
心
と
な
っ
て
、

関
係
各
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
と
啓
発
に
努
め
る
。

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
急
速
に
世
の
中

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
人
材
育
成
は
、
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
る
が
、
行

政
側
の
人
材
育
成
の
現
状

は
。

企
画
政
策
部
長
　
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

の
提
供
す
る
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
継
続
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
た
行
政
事
務
の

効
率
化
、
人
材
育
成
、
行

政
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

成
人
式
の
開
催
は

感
染
防
止
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、

参
加
者
等
に
対
し
て
も
注
意
喚
起
を
行
う

行
政
手
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
は

人
材
育
成
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
寄
与
し
た
い

議
員
　
筑
紫
野
市
で
は
１

１
３
７
名
が
新
成
人
を
迎

え
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
数
分
で
検

査
結
果
が
出
る
抗
原
検
査

等
感
染
防
止
対
策
の
検
討

は
さ
れ
た
の
か
。

教
育
部
長
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
予
定
し
て
い
な
い
。
２

部
制
に
よ
る
収
容
人
数
の

制
限
と
時
間
短
縮
、
消
毒

や
検
温
、
マ
ス
ク
の
常
時

着
用
等
、
参
加
者
等
に
注

意
喚
起
を
行
う
。
今
後
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
は
中

止
も
あ
る
。

議
員
　
新
成
人
に
対
す
る

藤
田
市
長
の
思
い
を
。

市
長
　
新
成
人
の
皆
様
に

は
、
無
限
の
可
能
性
が
秘

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
困
難
な
状

況
を
、
若
者
ら
し
い
柔
軟

な
思
考
力
で
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
豊
か

な
感
性
を
持
っ
て
乗
り
越

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
筑

紫
野
の
未
来
を
担
う
人
材

と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

活
用
し
た
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
鉄
道
駅

等
で
の
窓
口
開
設
に
つ
い

て
は
。

企
画
政
策
部
長
　
三
密
の

回
避
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
的
と
し
て
各
種

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
実
施
に
向
け
て
準
備
を

し
て
い
る
。

保
育
園
や
幼
稚
園
で

の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ

い
て

議
員
　
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
て
き
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
保
育
施

設
で
は
感
染
拡
大
防
止
を

図
り
な
が
ら
開
園
し
、
登

園
を
自
粛
し
た
場
合
は
保

育
料
を
軽
減
し
た
。
幼
稚

園
で
は
休
園
措
置
を
取
る

こ
と
と
な
っ
た
が
家
庭
保

育
の
支
援
に
努
め
て
お
り
、

保
育
料
は
無
償
化
さ
れ
て

い
る
。

発
熱
者
等
の
診
療
や

検
査
体
制
に
つ
い
て

議
員
　
筑
紫
野
市
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
か
か
り

つ
け
医
等
の
身
近
な
医
療

機
関
で
電
話
相
談
し
た
上

で
受
診
す
る
。
コ
ロ
ナ
等

に
つ
い
て
は
県
指
定
の
医

療
機
関
で
受
診
で
き
る
。

筑
紫
野
市
の
診
療
・
検
査

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
現

在
の
所
、
非
公
表
で
あ
る
。

議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。議会を見る 日記Facebook

　早稲田大学マニフェスト研究所　西川裕也氏、長内紳悟氏のお二人に講師をお願いし、『議会におけ
る災害対策～議会ＢＣＰとＩＣＴ活用～』をテーマに講演をしていただきました。
　今回は、コロナ禍の影響により、Zoomアプリを使ったリモートでの議員研修会となりました。
　筑紫野市議会では、平成２５年４月に議会基本条例を施行し、議会が市民の付託に的確に応え、市民
の福祉向上と市勢の発展に寄与するため、議会改革に取り組んでいます。また、社会がコロナ禍の状況
の中、本市では災害時における議会の役割、行動についてＢＣＰ（事業継続計画）等を作成して有事に
備えていますが、他団体におけるＩＣＴを活用した先進事例等を学びました。
　今後の議会運営、議会改革の推進に活かしていきます。

12月４日　議員研修会をリモートで開催

会議録の検索はこちらから
（12月定例会の一般質問は、２月下旬以降に検索できます）

市
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二日市保養所…６ページ

　昭和２１（１９４６）年３月２５日、日本人引揚者の健康回復を目的に、厚生省
博多引揚援護局保養所が設置され、通称を「二日市保養所」といいました。
　引揚者のうち、混乱の満州・朝鮮・中国方面からの帰途、外国兵などから暴行な
どを受けて妊娠、あるいは性病に感染した多くの女性たちに対し、京城帝国大学
（※）医学部の医師たちによって、ひそかに堕胎手術や性病治療が施されました。優
生保護法もない時代で、堕胎は非合法であると知りつつも行われた行為でした。
　二日市保養所の建物は、その後、福岡県済生会二日市病院となり、現在は特別養
護老人ホームの敷地となっています。当時、非合法であるにも関わらず職を賭して
行った医師たちの行為に対し、水子供養堂と「仁」の石碑が建立されています。

※現在の大韓民国のソウルにあった旧制大学
広報ちくしの平成27年8月1日号より抜粋
写真は筑紫野市歴史博物館　所蔵　　　

　現在、議会は平成25年に制定した議会基本条例の再検証
の作業を行っています。当選1・2期生は条例の勉強会をし、そ
の後全議員で意見交換を行い検証する流れです。他の議会で
は、コロナ禍・災害時に、タブレット端末によるＺｏｏｍ（テレビ
電話会議ができるアプリ）を活用して委員会を開催できるよう
議会基本条例を改正しているところもあり、非常時における
議会のあり方を考えていく必要があると感じました。   （段下）

編集後記
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